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はじめに 

 

粟国島は、那覇の北西およそ 60km の洋上に位置し、四面を海で囲まれ、豊か

な自然に恵まれた周囲約 12km、面積 763ha の一島一村の島です。平成 21 年 10

月 31 日現在の粟国村の人口は 859 人です。 

沖縄本島との交通を支える粟国空港は、昭和 51 年 12 月に建設工事に着手し、

昭和 53 年 7 月滑走路長 800ｍで供用開始しています。開港当初から那覇空港と

の間には航空路が開設され、船舶と並んで島の交通を支えてきました。しかし、

就航機材の小型化や便数の減便等により航空旅客数は平成 10 年をピークに減

少に転じ、平成 14 年には高速船の就航により、初めて船舶旅客数を下回りまし

た。その後、航空旅客は減少を続け、就航機材（ＢＮ－２Ｂ型機：９人乗り）

のパイロットの定年退職等に伴って、ついに、平成 21 年 5 月に定期便が廃止さ

れました。 
現在、不定期便として航空路が維持されていますが、航空会社の経営、小型

機の数、新しい小型機の生産動向が不透明な状況を踏まえると、粟国空港の滑

走路長を延長しておかなければ、いずれ就航できる航空機材が無くなり、飛行

機を利用できなくなる恐れがあります。 
そこで、沖縄県と粟国村では、平成 21 年 10 月に「粟国空港協議会」を設置

し、島民のみなさまが豊かで活力に満ち、安心して暮らせるよう、地域の振興

を図る観点から、航空輸送能力の向上と安定運航を目的に、粟国空港の整備に

向けた取り組みを協議しながら進めていくことにしました。後継機と想定され

る DHC-8 型機が安全に就航できる滑走路整備を検討しています。この整備計画

の検討にあたり、パブリック・インボルブメント（ＰＩ）を導入し、みなさま

の意見を十分に踏まえながら進めていきます。 
このため、協議会では、有識者で構成する「ＰＩ評価委員会」を設置し、委

員会の評価・助言のもと、ＰＩの進め方やみなさまが参画する手法を記したＰ

Ｉ実施計画書（案）をとりまとめました。 
今後、この実施計画書（案）に基づき、粟国空港の整備計画に関するＰＩ活

動を進めますので、多くのみなさまに参加いただきますようお願い致します。 

平成 21年 12月  粟国空港協議会 
 

 

 

 

粟国空港
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１．パブリック・インボルブメント（ＰＩ）導入の経緯 

 

（１）ＰＩの意義 

パブリック・インボルブメント（ＰＩ）という手法は、公共事業を構

想、計画、事業の立案する段階から実施にいたるまで、事業の進め方、

経緯、内容等の情報を広く公開し、みなさまからの意見を聞きながら事

業を進めていく仕組みです。近年では、空港整備事業のみならず、道路

事業、鉄道事業をはじめ、多くの公共事業に導入されています。 
これは、公共事業の透明性、客観性の確保や住民等関係者との円滑な

合意形成を図っていくためには、計画の検討段階から情報公開を実施し、

広く意見を求めることが重要であると考えているからです。 
ＰＩとは「市民参画」「住民参画」と訳され、事業の初期段階から広く

意見を集め、事業に反映できることが特徴です。 
 
 
 
 
 

  

 

 

（２）空港整備事業へのＰＩ導入の経緯 

わが国の空港整備事業へのＰＩの導入は、平成 14 年 12 月の交通政策

審議会航空分科会（国土交通大臣諮問機関）の答申において「新規事業

採択における合意形成手続きの明示」が示されたことにはじまります。 
この答申を受け、国土交通省航空局では「一般空港の滑走路新設また

は延長事業に係る整備指針（案）」（以降、「空港整備指針（案）」という）

及び「一般空港の整備計画に関するパブリック・インボルブメント・ガ

イドライン（案）」（以降、「ＰＩガイドライン（案）」という）をまとめ、

平成 15 年に公表しました。 
平成 21 年 3 月現在、福岡空港や那覇空港の抜本的な処理能力の拡大方

策に向けた取り組みや、伊平屋空港の新設、小笠原諸島への航空路の開

設に向けた取り組みにおいて、ＰＩが導入されています。 
これらを受け、粟国空港の整備に向けた検討においても、施設計画段

階からＰＩを導入することにしました。ＰＩ活動では、みなさまに積極

的に情報を提供するとともに、幅広く意見を集めながら施設計画に反映

させていきたいと考えています。 

事業の初期段階からみなさまの意見を広く集め、整備計画案に反映させます 

 

 

 

みなさまに 

「知って、理解して、評価して｣→｢ご意見をお聞かせ｣ 

いただきながら、すすめていきます 

整備計画案

の 

確定・公表 

PI の進め方 

の公表 

整備計画案の

公表 

意見の 

把握・集約 

ＰＩの目標 

達成の判断 
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２．ＰＩ活動の基本方針 
 

粟国空港の整備計画の内容は、後継機と想定される DHC-8 型機の就航に対

応するため、現在 800ｍの滑走路の延長整備を検討するものです。粟国村の

住民生活の安定と地域振興を目的とし、将来にわたり安定的に航空機を利用

できるよう空港整備を進めるかどうか、粟国村の住民の意向が大変重要にな

ります。 

ＰＩ活動は、事業の必要性や施設計画の妥

当性等も含めて、島民の意見に十分耳を傾

けながら、慎重に進めていきます。併せて、

来島者の増加や、地域おこしにつながる粟

国村の良きＰＲ機会となるよう配慮します。 

 

ＰＩ活動の基本方針は以下のとおりです。 

 

 

方針１ 

粟国村の住民の意見を積極的に把握します 

粟国村の住民生活の安定と地域振興を図るうえで、航空輸送の能力向上及び安定運

航が不可欠と考えています。ＰＩの主な対象者は粟国村民です。村民のＰＩ活動への

積極的な参加を促します。 

方針２ 

わかりやすい情報の提供に努めます 

事業の必要性や施設計画の妥当性を判断する情報を、簡潔にわかりやすく提供する

よう努めます。 

方針３ 

みなさんが簡単に情報を入手し、意見できるよう工夫します 

ＰＩ活動、粟国村を広くＰＲするとともに、提供する情報の入手や意見の提出を簡

単に行えるよう工夫します。 

方針４ 

透明性、客観性を確保したＰＩ活動を実施します 

ＰＩ活動は、事業主体やＰＩ対象者に対して中立的な立場である第三者機関（ＰＩ

評価委員会）の評価・助言のもとに実施します。 

方針５ 

適切な時間管理のもとにＰＩ活動を実施します 

ＰＩ対象者の意見の把握及び集約の時間は、適切な目標期間を定めてこれを公表し、

効率的な意見の把握と集約に努めます。 

☆ ＰＩ活動の基本方針  

長浜ビーチ 
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３．ＰＩ活動の実施体制  

 
（１）ＰＩ活動に係る主体と役割  

粟国空港の整備計画の検討に向けたＰＩ活動は、沖縄県と粟国村で構成

される粟国空港協議会が中心となって実施します。また、粟国空港協議会

では、有識者等からなる第三者機関「ＰＩ評価委員会」を設置しています。

ＰＩ活動は、ＰＩ評価委員会による評価・助言を受けながら進めることで、

ＰＩ活動の透明性、客観性を確保します。 
 

① 事業主体（沖縄県） 
事業主体は、粟国空港の整備計画を立案し、事業実施の判断、事業を

実施する役割があります。整備計画案の検討ほか、事業化に向けた各種

調査・検討を実施し、その結果を協議会に報告します。 
② 協議会（沖縄県・粟国村） 

粟国空港協議会は、粟国空港の整備の検討に向けた課題解決に取り組

むため、平成 21 年 10 月に組織されました。沖縄県と粟国村で構成され、

事務局は沖縄県土木建築部空港課と粟国村経済課においています。ＰＩ

活動では、ＰＩ活動の実施主体として、みなさまに広く情報を公開し、

意見を収集します。また、ＰＩ活動の結果を事業主体に伝えます。 
③ ＰＩ評価委員会 

ＰＩ評価委員会は、粟国空港協議会により設置され、ＰＩ活動が適正

に行われているか否かを評価・助言する役割をもっています。 
④ ＰＩ対象者 

粟国村の村民をはじめ、沖縄県民が主なＰＩ対象者となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 ②

協
議
会 

（
沖
縄
県
・
粟
国
村
） 

粟
国
村
民

沖
縄
県
民 

④
Ｐ
Ｉ
対
象
者 

③ＰＩ評価委員会 

評価・助言  

①
事
業
主
体

（
沖
縄
県
）

☆ ＰＩ活動の実施体制  

Ｐ
Ｉ
活
動 

調査結果報告

意見反映  

情報提供

意見表明
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（２）ＰＩ評価委員会の設置 
ＰＩ評価委員会は、粟国空港協議会が設置する第３者機関で、ＰＩ活動

の取り組みを中立的、客観的な立場から評価・助言する役割をもっていま

す。 
そのため、構成メンバーの選定においては、粟国空港及び関連施設の整

備、運営、経営等に直接的な関係者でないことや、特定の行政機関や利害

関係者でないことなど、中立性が確保された人物であることが求められま

す。また、ＰＩ活動では、粟国村民をはじめとする多くの沖縄県民から意

見を収集します。そのため、行政手続きや地域社会経済に関する専門的な

知識のほか、空港計画や建設環境に対する専門的な知識及び島民に対する

情報提供や意見収集方法などのコミュニケーションに関する専門的な知識

を有する委員であることが望まれます。 
粟国空港協議会では、これらの条件をもとに候補者を選定しました。ま

た、平成 21 年 10 月、協議会を構成する行政機関の長の任命を経て、ＰＩ

評価委員会のメンバーが正式に決定されました。 
 

 

項 目 内 容 

設置者 粟国空港協議会 

設置の目的 
粟国空港協議会が行うＰＩ活動に対する透明性、公平性お

よび公正性を確保する。 

構成員 

○大城 保  （沖縄国際大学 経済学部教授） 

専門性：行政手続き、地域社会経済 

○堤 純一郎 （琉球大学 工学部 教授） 

専門性：空港計画、建設環境 

○崎山 律子 （フリージャーナリスト） 

専門性：マス・コミュニケーション（敬称略 順不同）

※各委員とも空港整備に関するＰＩ活動の「ＰＩ評価委員」に就

いた経験を有している。 

選任方法 
粟国空港協議会が候補者を選任し、協議会を構成する行政

機関の長（沖縄県知事）が任命する。 

活動 

粟国空港協議会が実施するＰＩ活動に対する評価・助言 

○ＰＩ実施計画に関すること 

○ＰＩ活動期間中のＰＩ活動に関すること 

○ＰＩ実施結果に関すること 

その他 ＰＩ評価委員会の活動は、原則として公開する。 

☆ ＰＩ評価委員の設置概要  
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４．粟国空港の整備に向けたプロセス  

 
（１）空港整備の検討の流れ 

粟国空港の整備計画が実現するまでには、まず、事業主体である沖縄県が

事業の必要性や施設計画の妥当性等を検討した複数の整備計画案を作成し、

その内容をＰＩ活動により、広く住民のみなさまに情報提供を行います。 
その後、事業主体は、粟国空港協議会が行うＰＩ活動を通じて寄せられた

意見に対し、その対応策を検討し報告します。 
ＰＩ活動が終わると、その結果を踏まえて事業主体は整備に向けた検討を

継続するか否かを判断します。 
事業主体が、「検討を継続する」と判断した場合には、事業化に向けた検

討や調査を進めますが、用地の確保に向けた地権者の協力・理解、将来の利

用者見込み、航空会社の定期就航の意向、費用対効果等の新規事業採択に向

けた課題の解決の見通しが立たなければ、事業に着手することはできません。 
 

 
 

■ＰＩ活動までの流れ 
 
 
 
 
 
 
■ＰＩ活動終了後の流れ 
 
 
 
 

 
 

☆空港整備の検討の流れ  

①事業主体が粟国空港の整備計画案を検討 
 
②粟国空港協議会が事業の必要性・妥当性等に関するＰＩ活動を実施  

③事業主体がＰＩ活動の結果を踏まえて、事業の実施に向けた検討を 
継続するか否かを判断 

④新規事業採択時評価の実施（国・県の予算措置など） 
   用地確保の見通し、将来需要予測、費用対効果、就航見通し 
⑤事業実施の環境整備（航空法等の法的手続き） 
 
⑥粟国空港の整備事業に着手 

検討を中止・延期  事業化に向けた検討を継続すると判断
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（２）ＰＩ活動の流れ 

粟国空港の整備に向けたＰＩ活動では、事業の必要性や施設計画の妥当

性について、みなさまの意見を広く募集します。その活動内容は、本書「Ｐ

Ｉ実施計画書」に基づき計画的に実施します。 
基本的なＰＩ活動の手順は、ＰＩ活動の周知、情報の提供、意見の収集、

意見に対する対応方針の公表です。この一連のＰＩ活動は、ＰＩ評価委員

会による評価・助言が行われます。また、ＰＩ活動を終了する際には、Ｐ

Ｉ活動の記録をとりまとめて公表します。 

 
 

ＰＩの進め方やみなさまが参画する方法を記したＰＩ実施計画書（本書）

をみなさまから広くご意見を伺いながら、粟国空港協議会が策定します。 
 

① ＰＩ実施計画書（案）の策定（平成 21 年 12 月） 
 
② ＰＩ実施計画書（案）の公表と意見募集（平成 22 年 1 月） 
 
③ ＰＩ実施計画書の策定・公表（平成 22 年 3 月初旬予定） 

 
 
 
 

 
ＰＩ実施計画書に基づき、粟国空港の事業の必要性や施設計画の妥当性を

問うＰＩ活動を実施します。 
 

① ＰＩ活動の周知・ＰＲ活動 
 
② 情報の提供と意見収集 
 
③ 寄せられたご意見と対応方針を公表 
 
④ ＰＩ活動の終了とＰＩ活動記録を公表 
 

☆ ＰＩ活動の計画  

☆ ＰＩ活動の実施  



  

 7

５．ＰＩ活動の実施方法 

 
（１）ＰＩ活動の実施目標 

ＰＩ活動の主な対象者は、粟国村民と沖縄県民です。粟国空港協議会とみ

なさまが情報を共有し、事業の必要性や施設計画の妥当性について考えてい

きます。ＰＩの実施目標は次のように定めます。 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
（２）ＰＩ活動で提供する情報内容 

ＰＩ活動では、「想定される論点」について、わかりやすく紹介したパン

フレットや説明会などでみなさまにお伝えします。 

 

 

 

論点 ＰＩ活動で提供する情報内容（予定） 

事業の必要性 

○粟国空港の現状と課題（何が困っているのか） 

○整備の効果（どういう効果が期待できるのか） 

○想定される後継機の離着陸に必要な滑走路長 

 （なぜ滑走路を拡張する必要があるのか） 

○需要予測（どれくらいの旅客が見込めるのか） 

など 

施設計画の妥当性 

○拡張整備事業及び配置計画の概要 

○周辺地域への影響や課題 

○費用対効果（Ｂ／Ｃ） 

○航空会社の就航見通し 

 など 

 

☆ ＰＩ活動の実施目標  

☆ 情報提供内容（予定） 

事業の必要性や施設計画の妥当性について、情報をＰＩ対象者と共有

し、ＰＩ対象者の意見を把握することを目標とします。  
○粟国村に対しては全世帯に情報提供（冊子の配布）を行います。 
○粟国村の全世帯の約 8 割から意見の収集を目指します。 
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（３）ＰＩ活動の実施時期及び期間  

粟国空港協議会では、ＰＩ活動は平成 22 年 4 月から開始し、同年の 7 月

までには終了することを目標とします。もちろん、みなさまからの意見の

把握や集約には十分な時間を確保することが重要であることから、ＰＩ活

動の期間は、活動の周知に約 1 ヶ月、情報提供及び意見収集にも約 1 ヶ月

間を見込みます。 

みなさまから寄せられた意見は内容別に分類し、対応方針を検討して公

表します。 

なお、ＰＩの実施目標を達成するため、意見に対する対応方策を示した

のち、その対応方策に関する意見を募集するというサイクルを複数回繰り

返すことがあります。 

 

 

 

ＰＩ活動内容 実施時期及び期間※ 

 
①ＰＩ活動の周知・ＰＲ活動 
 
②情報の提供と意見収集 
 
③寄せられたご意見と対応方針を公表 
 
④ＰＩ活動の終了とＰＩ活動記録を公表 
 

 

平成 22 年 4 月（目標） 

⇒約 1 ヶ月間 

平成 22 年 5 月（目標） 

⇒約 1 ヶ月間 

平成 22 年 6 月末（目標） 

 

平成 22 年 7 月末（目標） 

 

※ ここで記載した｢実施時期及び期間｣は、あくまで目標であり、今後の

社会情勢の変化や検討課題の整理状況により変わることもあります。 
 

☆ ＰＩ活動の活動内容と実施時期及び期間（目標）
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（４）ＰＩ活動の方法 

ＰＩ活動における周知、情報提供、意見収集の方法は次のとおりです。 

  

① ＰＩ活動の周知・ＰＲ活動（平成 22 年 4 月：目標） 

 
１）行政広報誌、新聞への記事掲載（ＰＩ活動のＰＲを行います） 

発信媒体  掲載号  告知内容  
広報誌「広報あぐに」  (不定期) PI 開始日、調査報告書の配布場所、意見募集

方法及び期間、説明会の開催日時及び場所等  広報誌「美ら島沖縄」  4 月号  
新聞「県民サロン」  4 月 15 日

 
２）ＰＲポスターの掲示（ＰＩ活動のＰＲを行います） 

掲載開始時期  PR 活動開始と同時（4 月初旬～）  
印刷部数  約 150 部  

掲示場所  
粟国村役場、沖縄県庁・各市町村、粟国空港・那覇空港・離島空

港、粟国港・泊港（那覇市）ターミナル、地元関係団体  等  
告知内容  同上  

 
３）ＰＲチラシの配布（ＰＩ活動のＰＲを行います） 

掲載開始時期  PR 活動開始と同時（4 月初旬～）  
印刷部数  約 2,000 部  

配布場所等  
粟国村の各世帯、粟国村役場、沖縄県庁、粟国空港、那覇空港  
粟国港、泊港（那覇市）ターミナル、地元関係団体  等  

告知内容  同上  
 
４）ラジオ放送（ＰＩ活動のＰＲを行います） 

発信媒体  放送期間  放送局と放送時間（5 分間）  告知内容

「ラジオ県民室」 5 日間(月～金)
ﾗｼﾞｵ沖縄

11:50～  
RBCi ﾗｼﾞｵ

11:55～  
FM 沖縄  
12:55～  

同上  

 
５）ホームページへの情報掲載（ＰＩ活動のＰＲを行います） 

掲載開始時期  PR 活動開始と同時（3 月下旬～）  

掲載場所  
沖縄県土木建築部空港課ホームページ  
粟国村役場ホームページ  
財団法人 沖縄観光コンベンションビューロー  

掲載内容  
（例）  

☆PR 活動開始と同時に情報掲載  
・はじめに  
・粟国空港の整備計画について  
・粟国空港のＰＩの進め方  
☆PI 活動情報を適宜更新  
・ＰＩの実施について  
・粟国空港ＰＩ評価委員会  
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② 情報の提供と意見収集（平成 22 年 5 月：目標） 

 
１）行政広報誌、新聞への記事掲載（情報提供・意見募集のＰＲを行います） 

発信媒体  掲載号  告知内容  
広報誌「広報あぐに」  (不定期) PI 活動期間、調査報告書の配布場所、提供す

る情報内容、意見募集方法及び期間、説明会・

パネル展示の開催日時及び場所等  
広報誌「美ら島沖縄」  5 月号  
新聞「県民サロン」  5 月 15 日

 
２）ラジオ放送（情報提供・意見募集のＰＲを行います） 

発信媒体  放送期間  放送局と放送時間（5 分間）  告知内容

「ラジオ県民室」 5 日間(月～金) 
ﾗｼﾞｵ沖縄

11:50～  
RBCi ﾗｼﾞｵ

11:55～  
FM 沖縄  
12:55～  

同上  

 
３）冊子等の配布（折込ハガキで意見を募集します。ポストに投函して下さい） 

掲載開始時期  意見募集開始と同時（5 月）  
印刷部数  約 2,000 部  
配布場所  
配布先  

粟国村役場、沖縄県庁、粟国空港・那覇空港・離島空港、粟国港・

泊港(那覇市)、粟国村の各世帯、地元説明会、粟国村関係団体  等
 
４）パネル展示（パネル展示の会場で意見を募集します） 

開催期間  1 週間程度（5 月）  

開催場所  沖縄県庁  県民ホール、粟国村役場、粟国空港、粟国港・泊港ター

ミナル  等  
展示内容  調査報告書のパネルを展示  

 
５）説明会の開催（説明会の会場で意見を募集します） 

開催期間  説明会を 2 回開催（5 月）  
開催場所  粟国村、沖縄本島那覇市を予定（郷友会を対象）  
展示内容  説明会参加者に調査報告書を配布し、内容に沿って説明  

 
６）ホームページへの情報掲載（随時、意見を募集します） 

掲載開始時期  PR 活動開始と同時（内容は随時更新）  

掲載場所  
沖縄県土木建築部空港課ホームページ  
粟国村役場ホームページ  
財団法人 沖縄観光コンベンションビューロー  

掲載内容  
（例）  

☆ＰＲ活動期間の情報に加え、ＰＩ活動の進捗に応じて適宜更新

・粟国空港の調査報告書  
・ＰＩで寄せられたご意見と対応  
・ＰＩの終了について  
・ＰＩの実施記録  

             ～意見の表明方法～ 

 
ご意見は、「ホームページへ直接記入」して頂く方法と、「冊子等に折り込んで

あるハガキに記入しポストや意見回収箱に投函」して頂く方法があります。冊

子等の配布場所、意見回収箱の設置場所は、上記の３）～５）をご覧下さい。

その他、説明会では、質問を伺う時間を設けます。是非、ご参加ください。 
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③ 寄せられたご意見と対応方針の公表（平成 22 年 6 月末：目標） 

ＰＩ活動の取り組みでは、「個人情報の保護に関する法律(平成 15 年 5
月 30 日法律第 57 号)」及び「沖縄県個人情報保護条例（平成 17 年沖縄県

条例第２号）」を遵守します。 
いただいたご意見は、内容別に分類・整理したのち、ご意見への対応方針

とともに公表しますが、個人が特定されるようなことはありません。また、

ＰＩ活動の目的以外に使用することもありません。データの管理は粟国空港

協議会が責任をもって行います。 
 

④ ＰＩ活動の終了とＰＩ活動記録（平成 22 年 7 月末：目標） 

粟国空港協議会が行うＰＩ活動は、ＰＩの実施目標が達成されたときに終

了します。その判断は、粟国空港協議会がＰＩ評価委員の承認を得て決定し

ます。ＰＩ活動の終了時には、ＰＩ活動の取り組みの経緯をとりまとめたＰ

Ｉ実施報告書を作成し、みなさまに公表します。 
 

以 上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
粟国空港拡張整備ＰＩ実施計画書（素案）091117.doc 
 
 
 
 
 
 

☆ 粟国島・名所・旧跡・文化遺産  

出典： 沖縄県粟国村勢要覧（平成 21 年度）  


